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新島・神津島では 80 年代後半から年間数センチの猛烈な隆起が始まっている。GPS 観測開始以降、潮

位差との対応が良いのでこの観測された大きな隆起は定量的にも実際に生じているものを反映してい

ると考えられる。 

 第 1図(a)-(b)は、ＧＰＳ連続観測点の観測結果と茂木モデルによる解析結果を表示したものである。

第 1図(a)では、2000 年三宅島・神津島での地殻変動前のデータ(1999 年 1 月～2000 年 1 月)を使用して

おり、第 1図(b)では地殻変動後のデータ(2006 年 11 月～2007 年 11 月)を使用している。茂木モデルで

は、年間数百万㎥の注入量を仮定すると地殻変動が説明できる。 

 

57



火山噴火予知連絡会会報 第 99 号 

 

第 1 図(a) 新島・神津島周辺における茂木モデルによる解析結果 

Fig.1(a) Analysis result of Mogi-Model around Niijima and KodushimaVolcano. 

 

 

第 1 図(b) 新島・神津島周辺における茂木モデルによる解析結果 

Fig.1(b) Analysis result of Mogi-Model around Niijima and KodushimaVolcano. 
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